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カメラ1～4台用H.264圧縮方式 
HD-SDI 専用 4chコンパクトデジタルビデオレコーダー

PF-RN004HD

INSTRUCTION取扱説明書

ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
また、後々のために『保証書』とともに大切に保管してください。

H.264 遠隔
監視





PF-RN004HDには電源ボタンがありません。
電源アダプタを接続すると自動で起動します。

パスワード １１１１
不正使用を防ぐため、変更することをお勧めします。パスワードの変更はP.33を参照ください。

初期パスワード

電源の入れ方

電源の切り方

※本機には電源ボタンがありません。
　電源を切る際は、マウスをご使用ください。

1.マウスで画面下のメニュー内、　（システム終了ボタン）を左クリックします。
2.確認画面[システムを終了しますか?]が表示されるので、[はい]を左クリックします。
3.パスワード入力画面が表示されるのでパスワードを入力し、[OK]を左クリックすると
　 電源が切れます。
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安全上のご注意

安全のため必ずお守りください
この安全上のご注意は、安全な使いかたを理解してい
ただくため、記号（絵表示）を使って、わかりやすくま
とめています。

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全
に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危
害や財産への損害を未然に防止するために、いろい
ろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよ
うになっています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

■ 記号の表示について
■ 煙が出ている、変な音やにおいがするなどの
　異常状態のまま使用しない

■ 記号の例

危険
この表示を無視して、誤った取
扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う危険が差し迫って
生じることが想定される内容
を示しています。

警告
この表示を無視して、誤った取
扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性が想定され
る内容を示しています。

警告

注意
この表示を無視して、誤った取
扱いをすると、人が傷害を負う
可能性が想定される内容およ
び物的損害のみの発生が想定
される内容を示しています。

　 記号は注意（危険・警告を含む）を促
す内容があることを告げるものです。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は注
意）が描かれています。

異常状態のまま使用すると、火災、感電の原
因となります。すぐに電源プラグをコンセン
トから抜いて、煙が出なくなるのを確認して
から、お買い上げ販売店に修理をご依頼くだ
さい。
お客さまによる修理は危険ですから絶対にお
やめください。

■ 電源コードを傷つけない
●付属の電源コード以外は使用しないでくだ
　さい。
●電源コードの上に重い物をのせたり、熱器
　具に近づけたりしないでください。また、
　電源コードを無理に折り曲げたり、加工し
　たり、ステープルなどで固定しないでくだ
　さい。
●電源コードが傷んだら、お買い上げ販売店
　に交換をご依頼ください。

■ 電源プラグやコンセントにほこりなどを
　付着させない
●ほこりにより、ショートや発熱が起こって
　火災の原因となります。
●湿度の高い部屋、結露しやすいところ、台
　所、ほこりがたまりやすい場所のコンセン
　トを使っている場合は、特に注意してくだ
　さい。
●定期的に電源プラグを抜いて、プラグとプ
　ラグの間に付着したほこり・よごれを取り
　除いてください。

内部に手を触れると危険なうえ、火災、感電
の原因となります。
内部の点検・調整・修理は、お買い上げ販売
店または工事店にご依頼ください。

■ 電源コード接続時の注意

■ 電源コード接続時の注意

●電源プラグはコンセントへ確実に接続して
　ください。不完全な接続のまま使用すると、
　発熱などにより、火災の原因となります。
●電源コードを束ねて使用しないで下さい。
　発熱などにより、火災の原因となります。
●コンセントつき延長コードをご使用の場合
　は、接続する機器の消費電力の合計が、延
　長コードの定格電力をこえないよう注意し
　てください。火災の原因となります。

分解禁止

禁　止

禁　止

禁　止　 記号は禁止の行為であることを告げ
るものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場
合は分解禁止）が描かれています。

分解禁止

電源プラグを
コンセントから抜け

　 記号は行為を強制したり指示する内
容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は AC
アダプターの電源プラグをコンセントから抜
け）が描かれています。

電源プラグを
コンセントから抜け
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安全上のご注意

■ 内部に異物を入れない

警告
●通風孔などから、金属類や燃えやすいもの
など、異物を差し込んだり落とし込んだり
しないでください。火災、感電の原因とな
ります。
●万一異物が内部に入った場合は、本体の電
源を切り、電源プラグをコンセントから抜
いて、お買い上げ販売店または工事店にご
連絡ください。そのまま使用すると、火災、
感電の原因となります。

■ 接続する機器の上に、水などの入った
　 容器を置かない
万一内部に水などが入った場合は、本体の電
源を切り、電源プラグをコンセントから抜い
て、お買い上げ販売店または工事店にご連絡
ください。
そのまま使用すると、火災、感電、故障の原
因となります。

■ ぬらさない
●本機は防水構造になっていませんので、ぬ
らさないようにご注意ください。火災、感
電の原因となります。
風呂場、シャワー室では使用しないでくだ
さい。
●万一内部に水などが入った場合は、本機の
電源を切り、電源プラグをコンセントから
抜いて、お買い上げ販売店または工事店に
ご連絡ください。そのまま使用すると、火
災、感電、故障の原因となります。

●落ちたり倒れたりして、けがや故障の原
因となります。
●万一落としたり、キャビネットを破損し
た場合は、電源を切り、電源プラグをコ
ンセントから抜いて、お買い上げの販売
店または工事店にご連絡ください。
そのまま使用すると、火災、感電の原因
となります。

■ 雷が鳴り出したら使わない

■ 不安定な場所に設置しない

衝撃、振動が加わるとハードディスクが故障
して、データが破損する恐れがあります。

■ 衝撃や振動を与えない

雷が鳴り出したら使用しないでください。特
に接続ケーブルには絶対に触れないでくださ
い。感電の原因になります。

禁　止

禁　止

禁　止

電源プラグを
コンセントから抜け

電源プラグを
コンセントから抜け

電源プラグを
コンセントから抜け

電源プラグを
コンセントから抜け

水ぬれ禁止

水ぬれ禁止

水場での
使用禁止

接触禁止

■ 爆発の危険があるところでは使わない

警告
可燃性ガスおよび爆発性ガスが、大気中に存
在するおそれのある場所では、使用しないで
ください。引火、爆発の原因となります。

■ 電源電圧 100V 以外の電圧で使用しない
火災、感電の原因となります。

■ 国外では使用しない
使用できるのは日本国内のみで、外国では電
源電圧が異なりますので使用できません。

禁　止

禁　止

禁　止

■ 電源プラグを抜くときは、電源コードを
　 引っぱらない

注意

必ず電源プラグを持って抜いてください。電
源コードを引っぱるとコードが傷ついて、火
災、感電の原因となることがあります。

■ ぬれた手で電源プラグをさわらない
感電の原因となることがあります。

■ 上に乗らない
倒れたり、こわれたりして、けがの原因とな
ることがあります。

■ コード類は正しく配線する
電源コードや接続ケーブルはじゅうぶん注意
して接続、配線してください。足などにケー
ブルを引っかけると機器の落下や転倒などに

■ 接続する機器の上に重いものを置かない
バランスがくずれて倒れたり、落下して、け
がの原因となることがあります。また、重み
によって故障の原因となることがあります。

■ 搬送・持ち運びについて
●通電中は本機の移動は絶対に行なわないで
ください。
●搬送する場合は、電源プラグをコンセント
から抜き、接続ケーブルを外したことを確
認して、ご購入時の梱包材料で梱包してく
ださい。また、搬送時はできるだけ衝撃や
振動の少ない方法で行なってください。ま
た、落下しないようにご注意ください。

禁　止

禁　止

禁　止

ぬれ手禁止
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安全上のご注意

■ お手入れの際、長期間使用しない場合

注意
電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。接続したままお手入れすると、感電の原
因となることがあります。

■ 内部の掃除について
内部の掃除については、お買い上げ販売店ま
たは工事店にご相談ください。機器の内部に
ほこりがたまったまま長い間掃除をしない
と、火災、故障の原因となることがあります。

■ 通風孔や放熱ファンをふさがない
●本機はハードディスクなどによる放熱を換
　気するために通風孔や放熱ファンを設置し
　ています。
　本機にカバーを掛けたり、ケースや本棚な
　どで覆うと内部に熱がこもり、火災や感電
　の原因となることがあります。
　本機をラックに設置する場合は、本機と壁面間などに
　隙間を開けてください。
●上下間は 1cm以上の隙間を開ける
●左右は 5cm以上を開ける
●ラック後面と壁面間は 10cm以上開ける

本機は精密な電子部品で構成しています。次
の様な場所での設置は、動作不良や故障の原
因となりますので、絶対に避けてください。
●直射日光が当たる場所
●水にぬれやすい場所
●冷暖房器具や加湿器に近い場所
●エアコンなどの冷風が直接当たる場所
●ほこりやちりの多い場所
●火気のある場所
●磁気を持っているものに近い場所
●揮発性物質のある場所
●常に振動のある場所や車や列車など

■ 急激な温度・湿度変化の場所に置かない

■ 設置場所の注意

●急激な温度（毎時 10℃以上）変化および湿
　度変化の激しい場所には置かないでください。

禁　止

禁　止

禁　止

電源プラグを
コンセントから抜け

■ 分解したり、改造しない

危険
●内部に手を触れると危険なうえ、火災、感
　電の原因となります。
●直流電源器として使用しないでください。

■ 電源電圧 100V 以外の電圧で使用しない
火災、感電の原因となります。

■ ぬらさない
●水につけたり、ぬらしたりしないでくださ
　い。火災、感電の原因となります。
●風呂場、シャワー室等では使用しないでく
　ださい。
●万一内部に水などが入った場合は、コンセ
　ントから抜いて、お買い上げ販売店にご連
　絡ください。そのまま使用すると、火災、
　感電、故障の原因となります。

禁　止

■ 付属の AC アダプター以外は使用しない

警告
付属の AC アダプターをご使用ください。他
の AC アダプターを使用するとコードの電流
容量などの違いにより火災、感電の原因とな
ります。

■ 他の機器に接続しない
感電の原因となることがあります。

■ 本機を幼児やお子様の手の届く範囲、ま
　 たはペットの行動範囲内に接続しない
誤って AC アダプターのコードを首に巻きつ
け、窒息を起こす原因となります。

■ 国外では使用しない
使用できるのは日本国内のみで、外国では電
源電圧が異なりますので使用できません。

■ ぬれた手で AC アダプターをさわらない
感電の原因となります。

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

ぬれ手禁止

水ぬれ禁止

水場での
使用禁止

分解禁止

付属の AC アダプターについて



7

■ コード類は正しく接続する

注意
AC アダプターのコードや接続ケーブルはじ
ゅうぶん注意して配線してください。
足などにコード類を引っかけると機器の落下
や転倒などにより、けがの原因となることが
あります。

■ コードを傷つけない
AC アダプターのコードの上に重い物をのせ
たり、熱器具に近づけたりしないでください。
また、コードを折り曲げたり、加工したり、
ステープルなどで固定しないでください。

■ 不安定な場所に置かない
●落ちたり、倒れたりして、けがや故障の
　原因となります。
●万一落としたり、キャビネットを破損し
　た場合は、お買い上げ販売店にご連絡く
　ださい。そのまま使用すると、火災、感
　電、故障の原因となります。

■ 使用場所の注意
発熱体（ストーブの前面）や直射日光が当た
るところで、使用しないでください。

禁　止

禁　止

禁　止

■ 煙が出ている、変な音やにおいがすると
　 きは、すぐに AC アダプターをコンセン
　 トから抜く

警告

●異常状態のまま使用すると、火災、感電
　の原因となります。
●異常状態になった場合は、すぐに AC ア
　ダプターをコンセントから抜いて、煙が
　出なくなるのを確認してから、お買い上
　げ販売店にご連絡ください。お客さまに
　よる修理は危険ですから、絶対におやめ
　ください。

■ 雷が鳴り出したら使わない
雷が鳴り出したら、AC アダプターには絶対
に触れないでください。感電の原因となりま
す。

■ AC アダプターとコンセントの注意
●コンセントにゆるみやガタ付がある場合
　は接続しない
●AC アダプターはコンセントへ根元まで
　確実に接続する
●AC アダプターの差込み部が傷んでいる
　場合は使用しない
　不完全な接続のまま使用すると、発熱な
　どにより、火災や感電の原因になります。
●AC アダプターをコンセントから抜くと
　きは、無理に引っ張らない
　差込み部やコードが傷み、火災や感電の
　原因になります。
●AC アダプターをコンセントに差し込ん
　だまま、本機の DC 入力端子から DC プ
　ラグを抜いた状態にしない
　ぬれた手で触ったり、口に入れたりする
　と感電の原因になります。
●AC アダプターとコンセントの接触部に、
　ほこりなどを付着させない
　ほこりなどにより、ショートや発熱が起
　こり火災の原因になります。
　特に、湿度の高い部屋や結露しやすいと
　ころ、台所やほこりの溜まりやすい場所
　でのコンセントは注意してください。
　ほこりの清掃
　AC アダプターをコンセントから抜いて、
　金属部に付着したほこり、汚れを乾いた
　布で取り除いてください。
●コンセント付き延長コードを使用する場
　合は、接続する機器の消費電力の合計が
　延長コードの定格電力を超えないこと
　定格電力を超えると火災の原因になりま
　す。

禁　止

付属の AC アダプターについて

安全上のご注意

電源プラグを
コンセントから抜け

ぬれ手禁止

接触禁止
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安全上のご注意

正しくご使用いただくために必ずお守りください

電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて柔らか
い布で汚れを軽くふき取る

汚れがひどいときは、水で薄めた中性洗剤に布をひたし、
よく絞ってからふき取ってください。そして、仕上げは
乾いた布でふいてください。

●お手入れの際、ベンジン・シンナーは使用しないでくだ
　さい。変質したり、塗料がはげることがあります。
●化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってく
　ださい。
●本体に殺虫剤など揮発性のものをかけないでください。
　また、ゴムやビニール製品などを長時間接触させたまま
　にしないでください。
　変質したり、塗料がはげるなどの原因になります。

　■ 本機のお手入れ

カメラシステムを使用して撮影する人物・その他の映像
で個人を特定できるものは個人情報となります。個人情
報の取扱いはシステムを運用する方の責務となりますの
でご注意ください。

　■ 個人情報の保護について

電源プラグをコンセントから抜いてください。ただし機
能に支障をきたす場合がありますので、ときどき電源を
入れて作動させてください。

　■ 長時間使用しないとき

本機もしくは接続機器などの不具合などより、録画や再
生ができない場合がありますので、必ず事前に録画を行
ない、正常に再生されることを確認してください。録画内
容などについての保証はできません。
万一の故障や事故による映像の破損を防ぐためにも、定
期的にバックアップをお勧めします。

　■ 録画内容は事前に確認してください

ご注意

警告
ハードディスクは精密機器ですので、衝撃を与えないよう
丁寧な取り扱いをお願いします。
放熱穴をふさいだり、放熱ファンを止めないようにしてく
ださい。機器内部の温度が上昇しますと、ハードディスク
の寿命が短くなります。

■ 通電中は絶対に衝撃や振動を与えたり、移動させな
　 い
ラックなどの出し入れ時も必ず電源は切ってください。

■ 電源を切ってから約 30 秒間は動かさない

■ 録画や再生中は絶対にコンセントは抜かない

電源を切っても、しばらくの間はハードディスクは回転
しています。この間は通電中よりもさらに衝撃や振動に
弱い状態ですので、絶対に動かさないようにしてくださ
い。

■ 衝撃や振動を与えない
本機を床などには置かないでください。やむを得ず置く
場合は、本機底面に備え付けの4箇所のスタンド（足）が
付いていることを確認して丁寧に置いてください。

■ 搬送時は必ず購入時の梱包材を使用すること
本機ならびに単品のハードディスクなどを搬送する場合
は、ご購入の際の梱包材料で梱包してください。また、搬
送時はできるだけ振動の少ない方法で行なってくださ
い。

ハードディスクの交換については、お買い上げの販売
店にご相談ください。

●梱包していないハードディスクは、基板面を上にして柔ら
　かい物の上に水平に置いてください。ハードディスクに衝
　撃や振動が加わると故障することがあります。
●ハードディスクの交換時には、ネジの締め付けや取り外し
　による衝撃や振動を与えないでようにしてくだ
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●放送用ハイビジョンデジタル VTR で多く採用されて

　いる信号規格 HD-SDI 採用で高精細映像を実現

●H.264 データ圧縮方式で高効率高画質

●スマートフォンでの遠隔監視が可能

●音声記録対応

●USB メモリへのデータバックアップ

●HDMI 映像出力対応

●リモコンと DVR ユーティリティーソフトウエア付属　

本機を周囲温度 25℃の環境下で連続してご使用した場合
は、使用環境により部品が摩耗したり劣化します。本機の性
能を維持させるために、下記部品の年数を目安に交換をお勧
めします。交換年数は目安であり、部品の性能を保証するも
のではありません。

使用環境により寿命は異なりますが、ヘッドやモーター
が磨耗劣化する部品です。通電時間が 2年を超えること
より、書き込みエラーなどが発生しやすくなります。

ファンが正常に動作しなくなると、内部温度が上昇し、
ハードディスクが不具合となる原因になります。時々、
放熱ファンが正常に動作しているか（止まっていたり異
音がしていないか）を確認してください。

2年（周囲温度 25℃）

主な特徴

主要部品の交換時期

付属品

■ ハードディスク

■ 放熱ファン

■ 電池（バックアップリチウムバッテリー）

次の部品が入っているかをご確認ください。

①DVR 本体

②CD-ROM

③リモコン（単 3 電池 ×2 個付属）

④マウス

⑤電源ケーブル

⑥AC アダプター

⑦取扱説明書（本書）

①

③

⑤

⑦

②

④

⑥

取扱説明書 ver.001

カメラ1～4台用 H.264圧縮方式
HD-SDI専用 デジタルレコーダー

PF-RN004HD

ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
また、後々のために『保証書』とともに大切に保管してください。

H.264 遠隔
監視

⑦ 取扱説明書 ver.001

カメラ1～4台用 H.264圧縮方式
HD-SDI専用 デジタルレコーダー

PF-RN004HD

ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
また、後々のために『保証書』とともに大切に保管してください。

H.264 遠隔
監視
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PF-RN004HD

対応

選択領域の最大化

3～ 60 秒

H.264

4 段階で選択可能

常時/モーション/センサー/スケジュール/手動

1920×1080/1920×540/1280×720/640×360 で ch ごとに設定可能

全画面 / 選択領域

15 秒/30 秒/1分/3 分/20 分/

10 ～ 30 秒/60 秒

選択領域の最大化

JPEG/ 独自動画フォーマット

USB メモリー/外付けハードディスク/ネットワーク

独自のビューアプログラム内蔵

SATA/e-SATA

e-SATA(×1個 )

独自開発のファイルシステム

対応 (予定 )

HDD エラーのチェックおよび報告

4 ライン入力

1ライン出力

2 個

2TB

×1、×2、×4、×8、×16、 ×32

×1、×2、×4、×8、×16、 ×32

タイムライン/イベント /キャプチャーリスト / ログ/日時指定

4CH(HD-SDI)

4CH(RCA)

ハード
ディスク

センサー出力

センサー入力

型番

仕様
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ライブ

ネットワーク
ポート

ネットワーク
タイムプロトコル

ソフトウェア
アップグレード

PF-RN004HD

POS

PTZ 制御、 キーボードコントローラー

RJ-45、 10/100/1000Base-T、 オート MDI/MDIX

H.264 CIF 120fps

iPhone、 Android 対応

対応

Video Loss /HDD エラー

対応

対応

USB メモリー、 ネットワーク経由の遠隔アップグレード

温度 5 ～ 40℃、 湿度 20 ～ 80％

AC100 ～ 127V/200 ～ 240V、 5 ～ 60Hz、 280W

約 1.5kg重量 (HDD 未装着時 )

約 340×68×265mm寸法(幅×高×奥)mm

H.264 HD 30fps

RTP/RTSP/RTCP

HTTP/DDNS/NTP/SMTP

ライブ監視 / データ検索 ・ 再生 /バックアップ
PTZ カメラコントロール / 遠隔設定

ライブ監視 / データ検索 ・ 再生 /バックアップ
PTZ カメラコントロール / 遠隔設定

型番

仕様
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通電中に点灯します。POWER

REW

F/REW

F/ADY

FF

REC

SEARCH

CAPTURE

SETUP

PTZ

SEQ

SEQ

REW F/REW F/ADY FF REC SEARCH

HDD

ENTER

POWER

ESC

USB

PTZ SETUP CAPTURE
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INPUTS ： 映像入力端子（HD-SDI） 

AUDIO IN ： 音声入力端子

AUDIO OUT ： 音声出力端子

VGA ： 映像出力端子（VGA） 

RS-232C ： ATM機器、または POS機器に連結してテキスト連動機能
として使用します。 

HDMI ： 映像出力端子（HDMI） 

USB ： USB端子 

SENSOR IN / ALARM OUT ：1
2
3

5

6

7

8

ETHERNET ： ネットワーク端子（LAN）

e-SATA ： 外付け記録機器取付端子

電源装置 ： 電源アダプタ入力端子

9

10

11

4

D1+、D1ー …PTZカメラ、コントローラーの制御線を接続します。

A1、B1…アラームを出力する機器（パトライトや警報機等）を接続します。
A、B…アラームを出力する機器（パトライトや警報機等）を接続します。

A2、B2…アラームを出力する機器（パトライトや警報機等）を接続します。

S1～S16…センサー機器のプラスを接続します。
ALARM OUT…アラームを出力する機器（パトライトや警報機等）を接続します。

GND…センサー機器のマイナスを接続します。

ライブ画面では画面表示を切り替えます（全画面・4分割）
メニュー設定時は選択項目を確定します

ライブ画面では、タスクバーの表示/非表示。

ENTER

ESC

2

CH1

CH3

CH2

OUT

CH4

3 5

1 46 7 810

POWER

11

LAN

HDCCTV 1.0

9
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◀◀▶

SEL

マウスの操作

通常画面でクリックすると簡易（ポップアップ）メニューを表示します。
再生モード時は再生用メニューを表示します。

メニューアイコン表示中や設定項目を選択します。
決定ボタンと同じ役割をします。
監視時に、ダブルクリックすると、全画面・分割画面の
切替ができます。

左クリック

右クリック

右左
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DVRとパソコンをLANケーブルで直接接続します。

接続構成図その１

LANケーブル（※クロスケーブル）

パソコン

直接接続すると接続したPCのみでDVRの映像の確認・再生・設定操作などが行えます。
※インターネットを経由した接続は行えません。

カメラの接続、入れ替えなど行った場合は必ずレコーダーの電源を入れ直してください。

DVR

HDMIケーブル(別売)

TVモニター

DVR

1.4.　防犯カメラとの接続

1.5.　ネットワーク接続

HDMI OUT HDMI 入力
HD-SDI
映像出力端子

電源入力

HD-SDI専用
防犯カメラ

同軸ケーブル(別売)ACアダプタ

HD-SDI
（INPUTS）

SEQ

REW F/REW F/ADY FF REC SEARCH

HDD

ENTER

POWER

ESC

USB

PTZ SETUP CAPTURE

SEQ

REW F/REW F/ADY FF REC SEARCH

HDD

ENTER

POWER

ESC

USB

PTZ SETUP CAPTURE
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DVRとパソコンをルーターを介してLANケーブルで接続します。

LANケーブル LANケーブル

同一LAN内のパソコンまたは、インターネットを経由した遠隔監視が可能です。

パソコン

ルーター

DVR

パソコン

接続構成図その２

インターネット

N/O : Normally open type sensor. 

N/C : Normally closed type sensor. 

1.6.　センサーおよびアラームの接続

警報機器に接続センサー機器に接続

SEQ

REW F/REW F/ADY FF REC SEARCH

HDD

ENTER

POWER

ESC

USB

PTZ SETUP CAPTURE
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◀▶

前面パネルかリモコンの「SETUP」ボタンを押します。

ユーザー名、 パスワードの変更、 権限の設定は、 設定メニューの

「セキュリティー」 メニューから変更できます。

背面の電源ソケットに電源コードを接続します。

電源が入ると、電源ランプが緑色（起動中）に変わり、初期化を開始します。

初期化が完了してDVRが起動すると、最初に言語選択の画面が表示され

ます。

「JAPANESE」を選択し、「Next＞」をクリックします。
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◀▶

◀▶

「決定」

「キャンセル」

ESC

◀▶



19

OSD表示
画面自動切換え
画面自動切換え周期
チャンネル
　ネーム
　映像非表示
モニター出力設定
　　　　　　　　（HDMI/VGA）

チャンネル
　録画解像度モード
　解像度
　録画フレーム
　画質
　録画モード
　センサー録画
　イベント前記録
　イベント後記録
　音声
　スケジュール

アラーム出力
コントローラー＆PTZ
チャンネル
　モーション領域
　モーション感度
ボタン音
リモコンID
センサー
　タイプ

使用者権限
使用者パスワード
データ検索権限
NETWORK LIVE AUTHORITY

簡単設定を適用
　録画日数
使用者設定
　録画解像度モード
　解像度
　録画フレーム
　画質
　録画モード
　　予想録画日数

USBへ設定保存
USBから設定読込
使用者設定を戻す
工場出荷時に戻す
ソフトウェアアップグレード

ポート番号
ネットワークオーディオポート
WEBポート
ネットワークタイプ
IPアドレス
サブネットマスク
ゲートウェイ
DNS（第１）
DNS（第2）
DDNS
ネットワークストリーム

DVR ID
システム情報
言語
日付の形式
日時設定
クライアントアクセス
NTP
メール送信

上書き
HDDフォーマット
HDD情報
記録保存日数制限
　記録保存日数
HDD温度感知設定

画面表示 録画 デバイス

録画装置 システム セキュリティー

ネットワーク 設定管理 簡単設定
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映像非表示 映像を非表示するかどうかを設定します。（選択肢：ＯＮ／ＯＦＦ）
ONを選択すると映像が表示されなくなります。

チャンネル名を変更したいチャンネルを選択します。（選択肢：CH1～ 4）

モニター出力設定(HDMI/VGA) モニター出力サイズを設定します。
（選択肢：
1280×720
1920×1080i
1920×1080p
1280×720p[DVI]
1920×1080i[DVI]
1920×1080p[DVI]
1024×768[VGA]
1280×1024[VGA]
1920×1200[VGA]）

...

CH1

1280×720p
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録画サイズを指定します。（選択肢：1280×720/1920×1080）
　　 ボタンを押すと、「グループ」ごとに一括で設定が可能です。

録画解像度モード

コントロールボタン(▲▼◀▶)で変更したい項目に移動し、本体の｢決定｣ボタンまたは
リモコンの｢SELECT｣を押すか、マウスでダブルクリックすると、項目の設定ができます。
コントロールボタン(◀▶)で設定値を変更し、本体の｢決定｣ボタンか｢戻る｣ボタンまたは、
リモコンの｢SELECT｣か｢ESC｣を押すと設定値が保存されます。
「ALL」の設定値を変更すると、全チャンネルの設定値が一度に変更できます。

（選択肢 ： 1920×1080[ 最大 5 コマ ]/1280×720[ 最大 10 コマ ]/

　　　　　　  1920×540[ 最大 10 コマ ]/640×360[ 最大 15 コマ ])

10FPS

高画質

10

10

10

10

10

高画質

高画質

高画質

高画質

高画質
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OFF

音声

DVRのフロントパネルまたはリモコンの「REC」ボタンを押すと、各チャンネルの録画モードを無視し、リアルタイムで
録画を開始します。手動録画モードを解除する時は、DVRのフロントパネルまたはリモコンの「REC」ボタンをもう一度
押してください。

OFF

（選択肢 ： 1 ～最大 15 コマ )※選択した解像度によって異なります。
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録画設定メニューで｢スケジュール｣項目に移動し、前面パネルの「決定」ボタンまたはリモコンの「SELECT」ボタンを
押すとスケジュール設定画面が表示されます。
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コントローラー＆PTZ

化
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※4CHは1つ、8CHは2つ、16CHは4つ出力端子があります。

（選択肢：5～60秒、無限）
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型番によって形状が異なります。

コントローラー＆PTZ設定

コントローラー 接続しているコントローラーのプロトコルを選択します。　

スピード 通信速度を設定します。（選択肢：2400/4800/9600/14400/19200）

ID 接続しているコントローラーの IDを設定します。（選択肢：0～63）

ID 接続しているカメラの IDを設定します。（選択肢：0～63）

※詳しい操作方法はご利用のPTZカメラの取扱説明書をご参照ください。

チャンネル 下位項目（カメラ、スピード、ID）を設定するチャンネルを指定します。

カメラ 接続しているカメラのプロトコルタイプを選択します。

スピード 通信速度を設定します。（選択肢：2400/4800/9600/14400/19200）
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◀▶

設定が終了したら、前面パネルの「戻る」ボタンまたはリモコンの「ESC」ボタンを押すか、マウスの右ボタンを
クリックしてデバイス設定メニューに戻ります。

繰り返し操作で、モーションを検知する範囲を選択してください。

コントロールボタン(▲▼◀▶)でモーションを検知する箇所にカーソルを移動させ、前面パネルの「決定」ボタンまたは
リモコンの「SELECT」ボタンを押すか、マウスの左ボタンをクリックするとモーション検出領域に設定されます。
モーション検出領域に指定された枠は緑色に塗りつぶされます。

2.4.3　モーション検出領域設定

2.4.4　リモコン ID の操作

2.5 録画装置設定
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40 ～ 80℃

2.5.1 HDD温度感知設定
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北欧 欧州

詳細は 「2.6.3 時刻不一致が発生した場合は」 をご参照ください。詳細は 「2.6.3 時刻不一致が発生した場合は」 をご参照ください。

モデル名
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（選択肢 ： 周期指定 / 時刻指定 / 一回）

（接続モードが周期指定時の選択肢 ： 1 ～ 24 時間ごとに）
（接続モードが一回の選択肢 ： 選択不可）※設定時のみ NTP 時刻合わせを行います。

例） 接続モードが 「周期指定」、 接続周期 ・ 時刻が 「15 時間ごとに」 に設定
設定してから 3 時間ごとに NTP 時刻合わせを行います。

例） 接続モードが 「時刻指定」、 接続周期 ・ 時刻が 「03:00PM」 に設定
毎日 15 時 ( 午後 3 時 ) に NTP 時刻合わせを行います。

（接続モードが時刻指定時の選択肢 ： 01:00AM ～ 12:00AM）
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伝送モード

IPアドレス変更通知

センサー通知メール

モーション通知メール

VIDEO LOSS通知メール

HDD温度通知メール

DVR状態通知メール

SERVER TYPE

メールサーバー名

メールポート

セキュリティー設定

ID

パスワード

メールアドレス

送信元メールアドレス

メール配信形式をテキスト、動画から選択します（選択肢：テキスト/動画）

DVRのIPアドレスが変更になると通知メールを送信します（選択肢：ON/OFF）

センサーが反応すると通知メールを送信します（選択肢：ON/OFF）

動体検知が反応すると通知メールを送信します（選択肢：ON/OFF）

映像が途切れると通知メールを送信します（選択肢：ON/OFF）

HDDの温度が設定値より高くなると通知メールを送信します（選択肢：ON/OFF）

DVRの状態を毎日･毎週･毎月のうちいづれかでメール送信します（選択肢：ON/OFF）

サーバータイプを選択します（選択肢：マニュアル/GMAIL/HOTMAIL/AOL/YAHOO）

メールサーバーを入力します

メールポート番号を入力します

セキュリティーを設定します（選択肢：なし/SSL/TLS）

メールアドレスのアカウントIDを入力します

メールアドレスのアカウントパスワードを入力します

送信するメールアドレスを入力します

送信元のメールアドレスを入力します

伝送モード

IPアドレス変更通知

センサー通知メール

モーション通知メール

VIDEO LOSS通知メール

HDD温度通知メール

DVR状態通知メール

SERVER TYPE

メールサーバー名

　メールポート

　セキュリティー設定

　ID

　パスワード

メールアドレス

送信元メールアドレス

テキスト

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

ON

マニュアル

25

なし

...

...

...

...

...

...

...

OK キャンセル
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使用者権限

使用者パスワード

データ検索権限

NETWORK LIVE AUTHORITY

．．．

．．．

．．．

．．．

　　　ボタンを押すと、 ネットワーク上でアクセスできるチャンネルをユーザーごとに

設定できます。

※このメニューには、 「管理者」 権限でログインした使用者のみ、 入ることが

  できます。

※詳細は 「2.7.4 NETWORK LIVE AUTHORITY」 をご参考ください。

NETWORK LIVE AUTHORITY
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※ADMIN は変更できません。

※8 文字以内



35

※ADMIN は変更できません。

2.7.4　NETWORK LIVE AUTHORITY

NETWORK LIVE AUTHORITY の設定

アクセス

使用者ごとにネットワーク上でアクセルできる権限を設定します。

ネットワーク上でアクセスできる使用者

ネットワーク上でアクセスできるカメラチャンネル

各チャンネルにアクセスできる各使用者の権限を設定します。

チェックをはずされた使用者は、 該当チャンネルを見ることができません。

※ADMIN は変更できません。
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5445
5446
80
DHCP
192.168.4.128
255.255.255.0
192.168.4.254
192.168.4.254

OFF

オーディオ用のネットワークポートです。
ポート番号を入力すると、自動で+1の番号が入力されます。

ネットワーク
オーディオポート
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コントロールボタン(▲▼◀▶)で変更したい項目に移動し、本体の｢決定｣ボタンまたはリモコンの｢SELECT｣を押すか、
マウスでダブルクリックすると、項目の設定ができます。
コントロールボタン(◀▶)で設定値を変更し、本体の｢決定｣ボタンか｢戻る｣ボタンまたは、リモコンの｢SELECT｣か｢ESC｣を
押すと設定値が保存されます。
※「ALL」の設定値を変更すると、1～8チャンネルの設定値が一度に変更できます。

録画の解像度を設定します。

（選択肢 ： 640×360、 320×180）

録画のフレームレートを設定します。

（選択肢 ： 1 ～ 15）

ストリーミング時の下位項目（解像度、録画フレーム、画質）をチャンネルごとに設定します。

ネットワークストリーミングの設定

操作方法

解像度

2.8.2　ネットワークストリーミングの設定
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ソフトウェアのバージョン確認、バージョンアップをおこないます。ソフトウェア
アップグレード
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1FPS

標準画質
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88

※タスクバーの表示 /非表示は画面下にマウスを移動するか、本体前面の [戻る ]ボタンで行えます。

分割
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音声

検索メニューに入ります。
※検索メニューの説明はP.46の「4. 検索と再生」をご参照ください。

※レコーダーの型番によってチャンネル数は異なります。
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カメラPTZ

HDD映像入力状態 総時間、経過時間、エラーカウント、有効画像数、総画像数、有効走査線、総走査線、録画

フレームを表示します。
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前面パネルの「検索」ボタンまたはリモコンの「SEARCH」ボタンを押します。
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再生画面の表示方法を選択します。　　をクリックすると１画面、　　をクリックすると4分割、　　 を　　　　
クリックすると9分割、　    をクリックすると16分割で表示されます。

7.2.1　タイムラインからデータを検索するには

※レコーダーの型番によって分割表示アイコンの種類が異なります。
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バックアップ

4.3　イベント検索　
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※レコーダーの型番によって RS-485ポートの形状が異なります。
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CAPTURE

CAPTURE
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付属のCD-ROMをPCにセットして「UMSClient～.exe」と「UMSMClient～.exe」の2種類がありますので、ひとつづつインストールします。
アイコンをダブルクリックするとインストーラーが起動します。
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UMSクライアント“UMS Single Client”の設定と使用

と
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※“WEBポート”ではありません

⑤　メイン画面に戻ったら画面右上のアイコン をクリックで接続します。

メイン画面下のログウインドウに「リンク接続」が表示されているのに画面にカメラ映像が表示されない場合は、上記の接続先追加の際に「接続先アドレス」
で入力したIPアドレスをインターネットエクスプローラーのアドレスバーに入力して、キーボードのEnter（Return）キーを押してください。

セキュリティの警告のウインドウが出ましたら「実行する」を押してください。警告バーにアドオンのインストールの確認が表示されますので、
クリックしてください。

ウインドウが開いて「Nadatel-WebViewer」のインストールの確認が表示されますので、インストールをクリックしてください。

画面に映像が表示されない場合

：ローカル接続（インターネット非経由）

インストール後、PCを再起動してください。再起動後、UMS Clientを起動して再接続してください。

をクリックしてください「Web Client」の画面が出たら、右上の接続ボタン

7.3.1.1.

※英語表示になっている場合は“Language”から日本語に変更できます。
　日本語を選んで、UMSClientを再起動してください。（詳細65ページ）
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7.3.1.2.　接続のしかた：インターネット経由

7.3.1.3.　接続の切断

7.3.1.4　UMSクライアントのデジタルズーム機能

インターネット経由での接続には、 ポート開放（ポートフォワーディング） が必要です。

DVR本体のネットワークメニューに設定されている基本ポート以外に、 基本ポート +1のポートを解放してください。

※IPアドレス /サブネットマスク /ゲートウェイ /DNS情報が不明な場合は固定 IPを取得したプロバイダーにお問い合わせください。

DVRに必要情報を入力設定後、 UMS Clientの設定をしてください。

※DDNS設定をご使用の場合、PCに詳しい方でなければ設定が難しい為、サポート対象外になります。
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画面右上の ボタンを押すと画面が切り替わります。
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UMSクライアント“UMS Multi Client”の設定と使用

UMSマルチクライアントが立ち上がったら画面の左側の操作パネルの上部にある　　　アイコンをクリックします。

※ 初期設定パスワード　1111



66

※“WEBポート”ではありません

7.4.1.3　接続先の設定変更

接続先リストから設定変更したい接続先を右クリックして「接続」 を選択します。 内容を変更後 OKをクリックしてください。

モデル　 接続する DVRのモデル群を選択します。
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192.168.0.100

④　メイン画面に戻ったら画面右上のアイコン

⑤　ダイアログボックスが表示されるので ID・パスワードを入力して「Connect」をクリックしてください。
　　　　　　　　　　　　　　初期設定　ID：admin　パスワード：1111

をクリックで接続します。

セキュリティの警告のウインドウが出ましたら「実行する」を押してください。警告バーにアドオンのインストールの確認が表示されますので、
クリックしてください。

ウインドウが開いて「Nadatel-WebViewer」のインストールの確認が表示されますので、インストールをクリックしてください。

インストール後、PCを再起動してください。再起動後、再度接続してください。

セキュリティの警告が出たら
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↔
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iPhone、iPad、Android対応のスマートフォンで、DVRの

ライブ監視、録画データの再生が可能です。

接続の前に

DVRがインターネット経由での遠隔監視が可能な状態に設定する

必要があります。P.60「7.3.1.2. 接続の仕方：インターネット経由」参照

1.App Store から 「iUMS」 を検索し､ダウンロードします。

iPhone/iPad からの接続iPhone/iPad からの接続

2.iUMS を起動し、 上部の [＋] をタップします。

3.DVR を登録します。

Device Name: 登録するDVRのリスト名を入力します。

IP/DNS: DVRアドレス( IPもしくは、DDNSアドレス)を入力し

ます。

Port: ポート番号を入力します。

ID: DVRで設定したユーザー名を入力します。

Password: DVRユーザーのパスワードを入力します。

全て入力した後、｢Save｣ボタンをタップして登録完了です。

4. 登録した DVR リストが表示されるので接続する DVR を

タップします。

再生中は、早送り・早戻し・一時停止が行えます。

5.[Live（ライブ監視）]または[Playback（再生）]を選択して

　 [Connect]を押して次に進みます。

6a.[Live（ライブ監視）]選択時はライブ監視映像が表示されます。

7b.[Playback（再生）]選択時は日付・時間の指定画面が

表示された後、再生画面が表示されます。
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1.google play ストアから 「iUMS」 を検索し､ダウンロード

します。

2.iUMS を起動し、 [Live View / Playback] をタップします

3.DVR を登録します。

4. 登録した DVR リストが表示されるので接続する DVR を

タップします。

playストア

Device Name: 登録するDVRのリスト名を入力します。

IP/DNS Address: DVRアドレス( IPもしくは、DDNSアドレス)

を入力します。

Port: ポート番号を入力します。

User Name: DVRで設定したユーザー名を入力します。

Password: DVRユーザーのパスワードを入力します。

全て入力した後、｢ADD｣ボタンをタップして登録完了です。

○サブメニュー表示ボタンで表示されるメニューについて

　Add: 新しいDVRをリストに登録します。

　Edit: 登録済みのリストを選ぶと編集が可能です。

　Delete: 登録済みのリストを選んで削除します。

Play type: [Live view（ライブ監視）]または[Playback（再生）]

から選択します。

Select Channel(s): 接続するカメラチャンネルを選択します。

10minutes later,exit: チェックを入れると10分後に自動で接

続を終了します。

上記設定後、｢Start｣ボタンをタップして次に進みます。

再生中は、早送り・早戻し・一時停止が行えます。

カメラボタンをタップすると画像に変換され、起動時メニュー

[ScreenShot Viewer]から閲覧することができます。

5. 接続設定を行います。

6a.[Live view（ライブ監視）]選択時はライブ監視映像が

表示されます。

7b.[Playback（再生）]選択時は日付・時間の指定画面が

表示された後、再生画面が表示されます。
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故障かな？と思ったら

症状
電源が入らない 電源コンセントからはずれている 確実にコンセントに差し込む

処置のしかた原因

接続がまちがっている 正しく接続する
モニタに映像が出ない

周辺機器やモニタの電源が入っていない 電源を入れる　

リモコンを押しても動作し
ない

電池がなくなっている 電池を新しいものに変える

記録できない 上書き設定を「OFF」に設定している 録画装置設定内上書きを [ON] にする

日付・時刻がまちがっている 日付・時刻を正しく設定する
タイマー記録ができない

タイマー記録設定が正しくない スケジュール設定を正しくやり直す

モーション録画ができない モーション設定が正しくない 録画設定を正しくやり直す

■電源が瞬断した場合
録画スピードや時刻が変化することがありますが、これ
は異常ではありません。
また、再生は停止しますが録画は電源が復帰するとふた
たび録画状態になります。

■システムダウン
まったく動作しなくなった場合は、次の手順で確認して下さい。
① 電源を入切する。
② ①を繰り返しおこなっても動作しないときは、お買い上
げ販売店に修理をご依頼下さい。



86

アフターサービスについて
この商品は「保証書」を別途添付しております。

所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

修理を依頼されるときは
正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生じた場

合には、保証書記載内容により、お買い上げの販売店

（または工事店）が修理いたします。その他の詳細は

保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売

　店にご相談ください。修理によって機能が維持できる

　場合は、お客さまのご要望により有料修理いたします。

●本機（ハードディスクデジタルレコーダー）が故障し

　た場合、稼働していない時間に対する営業損失は補償

　対象外になります。

下記の事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番
　（HD-SDI専用DVR PF-RN004HD）
③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

■定期点検・保守について
特に監視用などでご使用の場合は、定期点検・保守の実施をおすすめします。

詳しくは、お買い上げ販売店（または工事店）にご相談ください。

■保証について
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